
　   皆様今晩は、風薫り五月晴れの今日この頃で
ございます。青葉、若葉の美しい日本の五月は一
年でもっとも花の数が多い時です。ボタン、シャ
クヤク、ショウブ、アヤメ、カーネーション等。
花が咲き乱れるさわやかな季節でもあります。
  本日のお客様は梅田 RC の稲本一夫様、大阪中之
島 RC の戸田佳孝様がお見えになっておられます。
最後まで例会お楽しみ下さい。そして本日は友人
招待例会という事で各メンバーが招待して頂きま
したお客様がお見えになっています。ごゆっくり
例会楽しんで下さい。
   本日の卓話は 4 月 26 日～28 日熊本地震の被災
地を訪問した報告を「熊本震災復興支援事業報告」
として木下会員に代表して報告して頂きます。そ
して瀧川パスト会長のロータリークラブについて
の卓話がございます。
   今月は青少年奉仕月間です。ロータリーの心と
実践では青少年奉仕についてロータリアンは年令
30 才までの若い人すべてを含む青少年の多様な
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青少年奉仕月間

ニーズを認識し、彼らのより良い未来を確かなも
のにするという責務を負っています。
　奉仕の第五部門である青少年奉仕は、指導力養
成活動、社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プ
ロジェクトへの参加、世界平和と異文化の理解を
深め育む交換プログラムを通じて、青少年ならび
に若者によって、好ましい変化がもたらされるこ
とを認識するものである。( 標準ロータリークラブ
定款第 6条 )
　すべてのクラブと地区は新近代の基本的ニーズ
( 健康、人間の価値、教育、自己開発 ) を支援する
プロジェクトを立ち上げるよう奨励されています。
教育では、ロータリー青少年交換、自己開発では
インターアクト、ローターアクト、ライラが RI の
常設プログラムです。これに関して RI は次のよう
な声明を出しています。
　青少年と接する際の行動規範に関する声明
(STATEMENT OF CONDUCT FOR WORKING WITH 
YOUTH)
国際ロータリーはロータリーの活動に参加するす
べての青少年のために安全な環境をつくり、これ
を維持するよう努める。ロータリアン、その配偶者、
その他ボランティアは、接する児童及び青少年の
安全を考え、肉体的、性的、あるいは精神的な虐
待からの身の安全を守るため、最善を尽くす責任
がある。( ロータリー章典 2.100.1.)。
　これで会長挨拶とします。

四つのテスト



出席報告
●会　員　数 50名 ●来　　　客  6名
●出席会員数 43名 ●本日の出席率95.56％
●4月24日の出席率（メーキャップ含む）100％

出席委員会　　佐藤委員長

ゲスト紹介 親睦活動委員　橋本(幸)会員

木下　基司会員

幹事報告 長屋幹事　

ロータリー財団委員会 堀　委員長

①来週、新旧合同理事会が例会終了後にあります
ので今年度理事と次年度理事は必ず参加して下さ
い。今年度理事は、事務の引き継ぎ資料を必ず持
参して下さい。各理事で事務の引き継ぎをするよ
うにお願いします。

本日、長屋会員、阿部会員より特別寄付を頂きま
した。ご協力ありがとうございました。

　家村パスト会長が中心となり寄与された 2011 東
北大震災復興支援事業がひと段落した矢先、2016
年4月14日（前震）とその28時間後の4月16日（本
震）の 2回、更なる未曾有の地震が震度７という
規模で、熊本県益城町を中心とした地域を襲いまし
た。
 　今回、熊本震災復興支援事業を立ち上げるべく、
2017 年 4月 26-28 日の 3日間訪問し、橋本徹也
会員の尽力により 2720 地区熊本中央 RCさんと交
流することができました。

瀬川ＳＡＡ

本日のニコニコ箱　　　 22,000 円
累計のニコニコ箱　　1,192,975 円

大阪梅田　RC　　　　 稲本一夫　様
大阪中之島 RC　　  　 戸田佳秀　様
村井会員友人　　　　 仲尾律彦　様　
木田会員友人　　　　　中山善晶　様
橋本 ( 徹 ) 会員友人　　大塚光二　様
矢倉会員友人　　　　 石岡映子　様

●戸田佳秀　様  大阪中之島ロータリークラブ
●矢倉　会員　　友人招待例会　よろしくお願いしま
す。
●木田　会員　　中山さん　よろしくお願いします。
●村井　会員  　 友人の仲尾さんをお迎えして。
●井伊　会員　　友人招待例会に出席の皆様、最後ま
でごゆっくりお楽しみください。　　
●瀧川　会員  　卓話させて戴きます。
●堀　　会員  　誕生日のお祝いありがとうございま
した。
●青木　会員  　紙谷さん、実家の件でいろいろお世
話いただきありがとうございました。ご迷惑をおかけ
致しますがよろしくお願いいたします。

卓話　
熊本震災復興支援事業報告　　
　　　　　　　　　　　木下　基司会員
ロータリ―クラブについて　　
　　　　　　　　　　　瀧川パスト会長

米山記念奨学会　 西村委員長

本日、長屋会員より特別寄付を頂きました。ご協
力ありがとうございました。

熊本震災被害見学参加者・結団式

お客様紹介　宮川委員長



　   1905 年 2月 23日の木曜日はロータリー史上
最も重要な日であります。最初のロータリークラブ
の会合は、ダウンタウン・シカゴのディアボーン・
ストリートにあるユニティ・ビルの 711 号室で開
かれました。集まったのは、弁護士のポー・ハリス
と、彼の友人である石炭商のシルベスター・シール、
部屋の主である鉱山技師のガスターバス・ローアさ
らに洋服仕立商のハイラム・ショーレーの 4人で
した。
   それ以後、毎週会員の事務所で回り持ちで会合を
開き、信頼のおける友人を誘い会場に連れて来るこ
とで会員の拡大を図り、1業種ひとりの原則を決め、
さらに会合の名称を決めるにあたり、会員の事務所
を回り持ちで開くことから、ロータリークラブと決
められました。

　これがロータリークラブの始まりとされていま
す。当時のシカゴの街は、商業の爆発的な発展、社
会不安、政治の腐敗、宗教の原理主義の台頭、暴力
犯罪などにより市民は落ち着かない、信頼できるも
ののない生活を送っていました。商業活動において
も互いに信頼をおける誠実な取引先を求めていた
が、移民によって成り立っている社会は習慣や価値
観に違いからトラブルが増え争いが絶えませんでし
た。
    信頼のおける友人を求め、安心して取引の出来
る相手を求めていた彼らはロータリーが互いに商取
引きを行う相手を見つける格好の場となり、会員を
増やしていったものと推測されます。そして職業上
の論理や道徳の向上を求める中で、社会生活にも奉
仕の理想を求めその活動を拡げるに至ったものと思

瀧川パスト会長
ロータリ―クラブについて

　現地視察：阿蘇神社、阿蘇大橋、熊本城の被害状況
参加メンバー（９名）
家村パスト会長、田中パスト会長、井伊会長、荻田
会長エレクト、　橋本徹也会員、紙谷会員、榎原会員、
橋本芳信会員、木下（写真 1）

1. 阿蘇神社
　重要文化財「桜門」が倒壊
石の上に柱を建てた 2階建構造で柱が倒れたこと
で、一階部分と二階部分の両方が倒壊
2. 阿蘇大橋
　国道 325 号線バイパスの一部として、1970 年に完成
ニュースで流れた大学生が運転する黄色いクルマ
は、向かいの山の土砂くずれに巻き込まれ川に転落
し数 100m下流で発見されたそうです。（写真 2）

3. 熊本城
　『西大手門』と『宇土櫓（うどやぐら）』（写真 3）
再建には約 20年掛かるだろうとのことで、全体で
634 億円の費用がかかると想定されております。

ー熊本中央 RCー
2720 地区 会員数 31 名
例会場　

ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ
来年度で３０周年を迎えます。
～共同事業の議論～
様々な議論を熊本中央 RCの会長 平田耕一会長、藤
本真一会長エレクトと行いましたが、元々水源の豊
富な当地区で直接的な震災復興支援事業ではなく、
間接的な支援事業を模索中であります
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